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持続可能なスローシティへ
Kesennuma is a “Slow City” that creates a sustainable future.
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豊かな海と山に抱かれた、気仙沼

このまちには、先人たちから受け継がれたスピリットがあります。

リアスの海と緑豊かな山や川の恵みを享受していること

命の源である自然を大切に守ること

地域ならではの食文化と生活を育むこと

新しいものを受け入れ、多様性を尊重すること

自然を敬い、ともに生きること

これらのスピリットをまちの「誇り」として次代に伝え、
ひとりひとりが心豊かに、自然と共生する。
それが、KESENNUMA PRIDEです。

そんなまちの姿にふれ、気仙沼が見つめる未来を感じてみませんか。
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Slow City Kesennumaへの歩み 05-06

人の心を育てる「森は海の恋人」運動 07-08

地域と食を支える若手生産者 09-10

海から生まれた生業と文化 11-12

自然と人がつくる食文化 13

料理そのものだけでなく、
自然から人の口に運ばれるまでの過程に思いを巡らす。

生活の中で育まれてきた食を次世代に伝え、個性的で魅力あるまちであり続ける。

そんな姿を目指してさまざまな取り組みを行ってきた気仙沼は、
地域の自然環境や伝統文化を守り育むスローなまちとして

世界からも高く評価されています。
持続可能な未来を見つめる気仙沼の人や文化、生業を紹介します。

Slow City 
Kesennuma
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海と生きてきた暮らし 15

環境を守る漁師の取り組み 16

震災伝承に込める気仙沼の決意 14 世界につながる「気仙沼ESD」 17-18 地域の循環を生み出すエネルギー開発 23-24

持続可能な漁業が目指すもの 19-20

海と山をつなぐものづくり 21-22

海洋プラスチックごみ対策 25

カーボンニュートラルから持続可能な社会の実現へ 26

明治、昭和、平成と、幾度となく大きな津波に襲われてきた気仙沼。
それでも人々は、海の可能性を信じ、海とともに生きる暮らしを築いてきました。

人間は自然の一部であることを学び、たゆまない努力でまちを再起させてきたのです。

こうして海は、「過去・現在・未来をつなぐ」存在として、
気仙沼の人々の心のよりどころになっています。

先人たちや今を生きる世代が海とどう向き合い、この先にどのような未来を描いているのか。
そこから、持続可能な世界へのヒントが見つかるかもしれません。

気仙沼の震災伝承のカタチと、SDGsにつながる未来へ向けた取り組みを紹介します。

海と生きる
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	気仙沼PRIDE_パンフレット_p01-02_
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